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③
大
河
ド
ラ
マ
関
連

「
真
田
三
代

」
に
つ
い
て

二
月

「
定
例
学
習
会

」
の
開
催

会
場
　
大
友
氏
遺
跡
体
験
学
習
館
・
大
分
市
元
町

《
本
年
六
月
よ
り
大
分
合
同
新
聞
に
連
載

》

④
来
年
度
大
友
氏
顕
彰
会
活
動
に
対
す
る
意
見
交
換

②

「
兼
松
城
と
豊
饒
鎮
運

」
に
つ
い
て

内
容
　
①

「
臼
杵
氏

」
に
つ
い
て

曇
り
空
の
中
を
バ
ス
は
快
適
に
走
り

、
一
時
間
ほ

　
朝
早
く
起
き
た
と
き
降

っ
て
い
た
雨
も
止
み

、

大
分
駅
の
貸
切
バ
ス
乗
場
を
出
発
す
る

。

〇
分

、
一
行

（
女
性
五
人

、
男
性
十
二
人

）
は

、

　
平
成
二
七
年
十
一
月
十
四
日

（
土
曜

）
八
時
二

窟
に
秘
か
に
神
父
ペ
ト
ロ
・
パ
ウ
ロ
・
ナ
バ
ロ
と

久
盛

ひ
さ
も
り

公

（
二
代

）
の
家
老
・
古
田
重
治

し
げ
は
る

は
こ
の
洞

標
柱
が
立

っ
て
い
る

。
標
柱
に

「
岡
藩
主
・
中
川

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報

け
て
開
か
れ
た
視
野
を
持

っ
て

、
そ
れ
に
対
応
し

　
こ
の
小
説
に
つ
い
て
安
部
さ
ん
は

「
世
界
に
向

い
と
思

っ
て
い
る

」
と
話
し
て
い
る

。

ど
で
最
初
の
目
的
地

「
キ
リ
シ
タ
ン
洞
窟
礼
拝
堂

ど
う
く
つ
ら
い
は
い
ど
う

」

日
時
　
二
月
十
四
日

（
日

）
午
後
一
時
三
〇
分
～

か
に
納
入
願
い
ま
す

。

く
だ
さ
い

。
無
理
な
方
は
四
月
一
日
以
降
す
み
や

環

。
安
部
さ
ん
は

「
大
分
県
の
人
た
ち
が
宗
麟
に

は
こ
こ
で
毎
日
礼
拝
を
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

り
込
ん
だ
祭
壇
ら
し
き
も
の
が
見
え
る

。
宣
教
師

り

、
格
子
の
間
か
ら
中
を
覗
く
と
正
面
に
壁
を
掘

い
た
と
い
う

。
階
段
を
上

っ
た
所
に
格
子
扉
が
あ

い
う
の
も
一
つ
の
テ
ー
マ
に
な
る

」
と
述
べ
た

。

介

。
一
方
で

「
先
見
性
の
あ
る
人
ほ
ど
古
い
因
習

平成２８年（２０１６年）２月１日

一
日
～
二
九
年
三
月
三
一
日

）
会
費
を
納
入
し
て

ま
で
に
来
年
度

（
平
成
二
八
年
度
・
二
八
年
四
月

お

お

と

も

大

友

氏

顕

彰

会

だ

よ

り
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平
成
二
八
年
度

「
会
費

」
の
納
入

理事長 牧　達夫
対
し
て
誇
り
を
持
て
る
よ
う
な
人
物
造
形
を
し
た

編　  集 溝部幸祐
と
の
闘
い
を
迫
ら
れ
る

。
宗
麟
の
生
き
方
を
考
え

な
が
ら
領
国
経
営
を
進
め
て
い
く

。

『
グ
ロ
ー
バ

周
年
を
迎
え
る
大
分
合
同
新
聞
の
記
念
事
業
の
一

　
こ
れ
は

、
本
年

（
二
〇
一
六

）
に
創
刊
一
三
〇

　
　
　
ン
ト
と
重
な

っ
た
た
め
十
四
日
に
延
期

）

　
　

（
二
月
七
日
の
予
定
で
し
た
が

、
他
の
イ
ベ

し
い
状
況
で
す
の
で

、
で
き
る
方
は
三
月
三
一
日

　
本
年
度

（
平
成
二
七
年
度

）
の
収
支
状
況
が
厳

『
大
友
宗
麟

』
を
新
聞
に
連
載

り

、
こ
こ
に

「
切
支
丹
神
父
の
住
居
跡

」
と
い
う

　
ま
た
洞
窟
礼
拝
堂
の
右
横
に
大
き
な
洞
窟
が
あ

る

。

禁
教
令
の
も
と

、
外
国
人
宣
教
師
が
隠
れ
住
ん
で

　
こ
の

「
洞
窟
礼
拝
堂

」
に

、
徳
川
幕
府
に
よ
る

あ

っ
た

。

く
と

、
岩
壁
に

「
キ
リ
シ
タ
ン
洞
窟
礼
拝
堂

」
が

武
家
屋
敷
通
り
か
ら
小
道
を
し
ば
ら
く
上

っ
て
行

の
あ
る
竹
田
市
殿
町
に
到
着

。
バ
ス
を
降
り
て

、

求
書

（
本
年
度
と
同
額

）
を
送
付
し
ま
す

。

　
な
お

、
法
人
会
員
の
方
に
は
来
年
度
会
費
の
請

た
連
載
小
説
を
大
分
合
同
新
聞
に
執
筆
さ
れ
る

。

が

、
本
年
六
月
よ
り

『
大
友
宗
麟

』
を
題
材
に
し

　
歴
史
小
説
家
で
直
木
賞
作
家
の
安
部
龍
太
郎
氏

日
的
な
テ
ー

マ
で
も
あ
る

」
と
構
想
の
一
端
を
紹

ル
化
を
ど
う
生
き
抜
く
か

』
と
い

っ
た
非
常
に
今

る
上
で

、
そ
れ
を
打
ち
破
る
側
の
闘
い

、
相
克
と

大
友
氏
顕
彰
バ
ス
ツ
ア
ー

（
報
告

）

《
　
竹
　
田
　
の
　
旅
　

》
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こ
の
駐
車
場
か
ら
見
上
げ
る
岡
城
の
威
容
も
ま
た

　
次
い
で
一
行
は

「
岡
城

」
の
駐
車
場
に
到
着

。

高
い
音
が
鳴
り
響
い
て
び

っ
く
り
し
た
次
第

。

モ
を
軽
く
引

っ
張

っ
て
み
る
と

、
意
外
に
大
き
く

て
お
り

、
鐘
を
鳴
ら
す
こ
と
が
で
き
る

。
私
も
ヒ

さ
れ
た
レ
プ
リ
カ
が
資
料
館
入
口
前
に
設
置
さ
れ

　
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
と
同
寸
法
・
同
成
分
で
製
作

　
　
　

【
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘

】

鋳
造
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る

。

う

。
こ
こ
で
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
が
一
六
一
二
年
に

現
在
の
長
崎
市
酒
屋
町
に
開
設
し
た
施
療
院
と
い

神
学
校

）
の
院
長
で
あ

っ
た
メ
ス
キ
ー

タ
神
父
が

催
中
の

「
キ
リ
ス
ト
教
王
国
を
夢
見
た
大
友
宗
麟

」

分
県
立
歴
史
博
物
館

（
宇
佐
風
土
記
の
丘

）
で
開

鐘

」
が
置
か
れ
て
い
る
は
ず
だ
が

、
あ
い
に
く
大

　
こ
こ
に
は
国
の
重
要
文
化
財

「
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の

朝
倉
文
夫
の
遺
品
等
々
が
展
示
さ
れ
て
い
る

。

資
料

、
田
能
村
竹
田
の
掛
軸

、
瀧
廉
太
郎
の
遺
品

、

【 竹 田 市 立 歴 史 資 料 館 （ 竹 田 市 竹 田 ） 】

の
核
と
し
て
一
九
八
一
年
四
月

、
こ
の
歴
史
資
料

都
市
保
存
整
備
事
業
と
し
て
国
指
定
を
受
け

、
そ

館
す
る

。
竹
田
市
は
一
九
七
八
年
に
伝
統
的
文
化

　
次
に
一
行
は

「
竹
田
市
立
歴
史
資
料
館

」
に
入

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報 平成２８年（２０１６年）２月１日

　
こ
の
キ
リ
シ
タ
ン
洞
窟
礼
拝
堂
が
発
見
さ
れ
た

樹
木
が
密
生
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る

。

中
に
近
い
の
に

、
人
が
近
づ
け
な
い
ほ
ど
竹
林
や

の
は
昭
和
二
八
年
ご
ろ
と
い
う

。
こ
の
辺
り
は
町

【
キ
リ
シ
タ
ン
洞
窟
礼
拝
堂

（
竹
田
市
殿
町

）
】

て
い
る

。
サ
ン
チ
ャ
ゴ
病
院
は
コ
レ
ジ
オ

（
高
等

〇

（
元
和
六
年

）
ま
で

」
と
あ
る

。

い
た

。
一
六
一
七
年

（
元
和
三
年

）
よ
り
一
六
二

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ブ
ル
ド
リ
の
二
人
を
保
護
し
て

の
外
側
に

「
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｌ
　
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｉ

　
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
は
キ
リ
シ
タ
ン
ベ
ル
で
銅
鐘

特
別
展
に
貸
出
中
で
あ

っ
た

。

Ａ
Ｇ
Ｏ
　
１
６
１
２

」
の
文
字
が
浮
き
彫
り
さ
れ

か
ら
明
治
の
軍
神
と
云
わ
れ
た
広
瀬
武
夫
の
関
係

　
館
内
に
は
岡
城
の
模
型
を
中
心
に

、
岡
藩
時
代

館
を
開
館
し
た
と
い
う

。
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期
を
竹
田
で
過
ご
し
て
お
り

、
こ
の
岡
城
で
曲
の

　

「
荒
城
の
月

」
作
曲
者
の
瀧
廉
太
郎
は

、
幼
少

四
面
ど
こ
か
ら
見
て
も
目
が
く
ら
む
よ
う
な
断
崖

【
岡
城
の
本
丸
跡

（
出
入
口
付
近
に
て

）
】

で
き
な
か

っ
た
こ
と
が
よ
く
分
か
る

。

絶
壁
で

、
勇
猛
果
敢
な
島
津
軍
が
攻
め
て
も
落
城

ま
う

。
緒
方
惟
栄
は
捕
え
ら
れ
上
州
沼
田
荘

（
群

船
出
の
あ
と
天
候
が
急
変
し
船
団
は
難
破
し
て
し

町

）
を
兵
船
で
豊
後
を
目
指
し
て
出
港
し
た
が

、

を
守

っ
て
摂
津
国
大
物
浦

せ
っ
つ
の
く
に
　
だ
い
も
つ
う
ら

（
兵
庫
県
尼
崎
市
大
物

わ

っ
て
い
る

。
し
か
し
緒
方
惟
栄
は
義
経
ら
一
行

　
　

【
岡
城
の
石
垣

（
竹
田
市
竹
田

）
】

る
石
垣
に
は
威
圧
感
さ
え
感
じ
る

。
岡
城
の
築
か

源
義
経
を
迎
え
る
た
め
に
岡
城
を
築
城
し
た
と
伝

れ
た
天
神
山
は
標
高
三
二
五
メ
ー

ト
ル

、
城
域
は

す
ご
い

。
建
物
は
な
い
も
の
の
高
く
そ
び
え
て
い

　
岡
城
は
南
北
を
流
れ
る
白
滝
川
と
稲
葉
川
に
囲

を
見
て
廻
る

。

く
り
歩
い
て
入
城
し

、
紅
葉
が
真

っ
盛
り
の
城
内

　
私
た
ち
一
行
は

、
岡
城
に
大
手
門
口
か
ら
ゆ

っ

は
見
え
な
か

っ
た

（
長
谷
場
越
前
自
記

）
と
あ
る

。

で

、
と
て
も
攻
め
る
手
が
か
り
を
つ
か
め
そ
う
に

り
て
渡
る
べ
き
様
更
に
無
く

」
と
い
う
あ
り
さ
ま

蛾
々

が
　
が

と
そ
び
へ
て
か
ら
め
て
無
し

、
麓ふ

も
とは

大
河
漲

　
み
な
ぎ

圧
倒
さ
れ
た
よ
う
だ

。

「
四
方
は
岩
石
立
ち
廻
り

　
島
津
義
弘
ら
は
高
く
そ
び
え
る
岡
城
の
威
容
に

島
津
軍
の
攻
撃
を
退
け
た
と
い
う

。

要
害
の
利
と
智
力
を
も

っ
て
再
三
再
四
に
わ
た
る

七
代
・
親
次
は

、
わ
ず
か
千
人
足
ら
ず
の
軍
勢
で

千

）
を
率
い
て
岡
城
を
攻
め
立
て
た

。
志
賀
氏
十

島
津
軍
の
総
大
将
・
島
津
義
弘

よ
し
ひ
ろ

が
大
軍

（
三
万
七

　
一
五
八
六
年
に

、
肥
後
口
か
ら
侵
攻
し
て
来
た

を
移
し
て
二
六
〇
年
間
続
い
た

。

将
・
志
賀
氏
が
大
野
郡
志
賀
村
か
ら
岡
城
に
居
城

　
そ
の
後

、
一
三
三
〇
年
に
大
友
一
族
の
有
力
武

奥
州
平
泉

（
岩
手
県
平
泉
町

）
で
討
た
れ
る

。

馬
県
沼
田
町

）
に
流
罪

。
義
経
は
逃
避
行
の
末

、

平成２８年（２０１６年）２月１日

ま
れ
た
標
高
三
二
五
メ
ー
ト
ル
の
山
城
で
あ
り

、
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合
戦
に
勝
利
し
た
あ
と
兄
・
源
頼
朝
に
追
わ
れ
た

　
伝
承
で
は
一
一
八
五
年
に
緒
方
惟
栄

こ
れ
よ
し

が

、
源
平

ル
の
山
城
と
い
う

。

東
西
二
五
〇
〇
メ
ー

ト
ル

、
南
北
三
六
二
メ
ー

ト
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さ
ん
に

「
志
賀
親
次

」
を
中
心
に
講
演
し
て
い
た

氏
と
並
ぶ
大
友
御
三
家
の
一
つ

。
志
賀
氏
初
代
・

　
志
賀
氏
は
大
友
氏
の
氏
族
で

、
田
原
氏
・
詫
摩

た
く
ま

◎
志
賀
氏
と
は

す
る

。

開
催
す
る
大
友
氏
顕
彰
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
合
流
参
加

食

。
午
後
は
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

だ
き

、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ン
で
は

「
櫻
田

（
大
分
県
豊
後
大
野
市
朝
地
町
志
賀
地
区

）
の
地じ

一
二
四
〇
年
に

、
豊
後
国
大
野
郡
大
野
荘
志
賀
村

能
郷

よ
し
さ
と

は
大
友
氏
初
代
・
能
直

よ
し
な
お

の
八
男
に
あ
た
り

、

二
の
丸
跡
に
瀧
廉
太
郎
の
銅
像
が

、
遠
方
の
山
並

イ
メ
ー
ジ

（
構
想

）
を
得
た
と
い
わ
れ
て
お
り

、

　
本
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は

、
基
調
講
演
で
後
藤
篤
美

た
地
で
す

。

・
広
瀬
武
夫
・
瀧
廉
太
郎
・
阿
南
惟
幾

あ
な
み
　
こ
れ
ち
か

な
ど
が
出

力
家
臣
の
地
で
す
し

、
田
能
村
竹
田
・
小
河
一
敏

お
ご
う
　
か
ず
と
し

氏
を
は
じ
め
朽
網

く
た
み

氏
や
田
北
氏
な
ど
大
友
氏
の
有

　
な
ぜ
竹
田
で
の
開
催
か
と
い
い
ま
す
と

、
志
賀

方
が
着
実
に
増
え
て
い
ま
す

。

料
が
足
り
な
く
な
る
ほ
ど
で

、
会
場
に
来
ら
れ
る

ム
で
は
四
三
〇
人
も
集
ま
り

、
準
備
し
た
本
や
資

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す

。
大
分
市
の
フ
ォ
ー
ラ

る
の
は

、
昨
年
の
臼
杵
市
に
次
い
で
竹
田
市
は
二

　
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
大
分
市
以
外
の
地
方
で
開
催
す

◎
主
催
者
代
表
あ
い
さ
つ

始
ま
る

。

三
〇
分
か
ら

、
久
住
町
の
堀
悦
子
会
員
の
司
会
で

　
平
成
二
七
年
十
一
月
十
四
日

（
土
曜

）
十
三
時

　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
竹
田

》

《
大
友
氏
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
化
推
進

千
代
の
松
が
枝
わ
け
い
で
し
昔
の
光
い
ま
い
ず
こ

【
瀧
廉
太
郎
の
銅
像

（
岡
城
二
の
丸
跡

）
】

を
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
演
奏
し
て
い
る
の
を
聞
く
～

♪

女
性
観
光
客
ら
に
案
内
者
が
説
明
し

、
荒
城
の
月

み
を
眺
め
ら
れ
る
所
に
建
て
ら
れ
て
い
る

。
若
い

基
調
講
演

「
大
友
宗
麟
と
志
賀
親
次

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
蛮
文
化
振
興
室
長

　
後
藤
篤
美
　
竹
田
市
商
工
観
光
課

臣
団

」
を
語

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

。

啓
・
若
杉
孝
宏
・
後
藤
篤
美

」
三
氏
に

「
竹
田
家

後
は
入
田
の
城
を
捨
て
て
薩
摩
に
従
う

。

津
軍
の
豊
後
攻
め
の
際
に
内
通

。
豊
薩
戦
争
終
結

に
関
連
し
て
討
た
れ
る

。
入
田
宗
和

そ
う
わ

の
代
に
は
島

宗
麟
の
養
育
係
を
務
め
た
が

「
二
階
崩
れ
の
変

」

友
家
の
加
判
衆

か
ば
ん
し
ゅ
う

（
家
老
職

）
。
入
田

に
ゅ
う
た
　
ち
か
ざ
ね

親
誠
は
大
友

　
現
在
の
竹
田
市
入
田
地
区
を
本
拠
地
と
し
た
大

○
入
田
氏

◎
志
賀
氏
以
外
の
竹
田
・
直
入
地
方
の
家
臣

頭
職

と
う
し
き

と
な
り
志
賀
氏
を
名
乗
る

。

平成２８年（２０１６年）２月１日Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報

　
私
た
ち
一
行
は

「
天
神
丸
福

」
と
い
う
店
で
昼

大
友
氏
顕
彰
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
報
告

）

春
高
楼
の
花
の
宴
め
ぐ
る
盃
か
げ
さ
し
て
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ゆ
く
ゆ
く
豊
後
の
キ
リ
シ
タ
ン
宗
団
の
偉
大
な
支

と
し
て
か
の
若
者
を
選
び
給
う
た
よ
う
だ

。
彼
は

と
し
て

「
デ
ウ
ス
様
は
予
の
没
後

、
予
の
代
わ
り

　
親
次
の
受
洗
に
つ
い
て

、
宗
麟
が
述
べ
た
言
葉

だ

っ
た
武
将
も
キ
リ
シ
タ
ン
に
帰
依

き
　
え

し
た

。

○
田
北
氏

宗
麟
編

）
。

の
教
会
を
朽
網
に
建
て
た
と
い
う

（
日
本
史
大
友

は
朽
網
宗
暦
と
考
え
ら
れ
て
お
り

、
豊
後
で
最
初

て
一
度
は
滅
び
る
が

、
入
田
氏
か
ら
鑑
康

あ
き
や
す

が
朽
網

網
氏
は
一
五
一
六
年

、
大
友
家
に
謀
反
を
起
こ
し

と
し
た
地
域
の
大
友
家
加
判
衆

（
家
老
職

）
。
朽

（
重
臣

）
と
な
る

。

名
乗
る

。
戦
国
時
代
の
初
め
に
大
友
家
の
加
判
衆

田

）
を
本
拠
地
と
し
た
こ
と
か
ら

「
田
北
氏

」
を

国
直
入
郡
田
北
村

（
現
在
の
竹
田
市
直
入
町
下
竹

　
大
友
能
直
の
孫

「
親
泰

ち
か
や
す

」
を
祖
と
す
る

。
豊
後

　
朽
網
宗
暦
の
嫡
子
・
鎮
則

し
げ
の
り

（
宗そ

う

策さ
く

）
は
豊
薩
戦

氏
を
継
ぎ
朽
網
鑑
康

（
宗
暦

そ
う
れ
き

）
と
名
乗
る

。

　
現
在
の
竹
田
市
久
住
町
と
直
入
町
の
境
を
中
心

○
朽
網
氏

た
と
さ
れ
て
い
る

。

を
本
拠
地
と
し
た
こ
と
か
ら
朽
網

く
た
み

氏
の
祖
と
な

っ

直
の
家
臣
と
し
て
豊
後
に
下

っ
た
後
に

、
朽
網
郷

　
古
庄
重
能

し
げ
よ
し

は
大
友
能
直
の
弟
と
も
い
わ
れ

、
能

平成２８年（２０１６年）２月１日Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報

　
フ
ロ
イ
ス
の

『
日
本
史

』
に
登
場
す
る
ル
カ
ス

留
米
で
命
脈
を
保
つ

。

○
古
庄
氏

で
は
永
禄
十
一
年

）
～

一
六
六
〇
年

（
万
治
三
年

）

　
志
賀
親
次
は
一
五
六
六
年

（
永
禄
九
年

、
一
説

◎
志
賀

し
　
が

親
次

ち
か
つ
ぐ

（
別
名
・
親ち

か
よ
し善

）

九
歳
で
志
賀
家
十
七
代
の
家
督
を
継
ぐ

。
親
次
の

【
朽
網
宗
暦

（
想
像
図
・
竹
田
市
制
作

）
】

【
志
賀
親
次

（
想
像
図
・
竹
田
市
制
作

）
】

を
咎
め
ら
れ
て
討
た
れ
る
が

、
子
孫
は
福
岡
や
久

争
の
豊
後
攻
め
の
際

、
島
津
軍
に
降
参
し
た
こ
と

と
し
て
い
る

」
（
一
五
八
八
年

、
フ
ロ
イ
ス
よ
り

八
千
人
を
超
え

、
な
お
三
万
人
が
洗
礼
を
受
け
ん

「
岡
領
内
に
お
い
て
は
既
に
洗
礼
を
受
け
た
者
が

　
親
次
が
受
洗
直
後
の
岡
領
内
の
状
況
と
し
て

、

円
柱
と
な
ろ
う

」
（
フ
ロ
イ
ス
の
日
本
史
よ
り

）

国
に
お
い
て
は
ド
ン
・
パ
ウ
ロ
が
一
つ
の
強
力
な

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
御
許
に
召
し
給
う
時

、
豊
後
の

フ
ロ
イ
ス
は
親
次
に
つ
い
て

「
我
ら
の
主
が
国
主

柱
と
な
る
に
違
い
な
い
と
信
じ
て
い
る

」
。
ま
た

妻
は
大
友
宗
麟
の
孫
の
桑
姫

（
マ
ダ
レ
イ
ナ

）
。

親
次
が
洗
礼
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り

、
領
内
の
主

神
父
か
ら
洗
礼

（
ド
ン
・
パ
ウ
ロ

）
を
受
け
る

。

　
親
次
は
一
五
八
五
年

、
臼
杵
の
教
会
で
ゴ
メ
ス

大
友
吉
統

よ
し
む
ね

（
義
統

）
と
不
仲
に
な

っ
た
た
め

、
十

て
生
ま
れ

、
幼
名
を
太
郎
と
い
う

。
父
の
親
度
が

宗
麟
の
娘

（
奈
多
夫
人
の
連
れ
子

）
の
嫡
男
と
し

　
父
は
志
賀
親
度

ち
か
の
り

（
親
孝

ち
か
た
か

・
道
益

ど
う
え
き

）
、
母
は
大
友

で

、
九
五
歳

（
又
は
九
三
歳

）
ま
で
生
き
る

。
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【
親
次
墓
所
の
入
口
に
立
つ
看
板

】

に
て
死
去

（
九
五
歳

、
又
は
九
三
歳

）
」

島
正
則
→

毛
利
輝
元
と
流
転
し

、
山
口
県
宇
部
市

福
島
正
則
→

小
早
川
秀
秋

（
九
百
五
十
石

）
→
福

【
親
次
墓
所
か
ら
見
え
る
志
賀
家
・
岡
屋
敷

】

し
た
最
大
の
損
失

」
と
述
べ
て
い
る

。

イ
ス
は

「
日
本
の
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
が
従
来
体
験

感
じ
て
自
ら
岡
城
を
去
る

。
こ
れ
に
つ
い
て
フ
ロ

い

、
吉
統
は
豊
後
を
除
国

。
志
賀
親
次
も
責
任
を

こ
れ
を
敵
前
逃
亡
と
み
な
し
た
秀
吉
の
怒
り
を
買

は

、
誤

っ
た
情
報
を
吉
統
に
伝
え
た
た
め
撤
退

。

　
大
友
吉
統
と
共
に
文
禄
の
役
に
出
兵
し
た
親
次

○
親
次

（
ド
ン
・
パ
ウ
ロ

）
の
失
脚
と
流
転

シ
タ
ン
信
仰
を
確
立
し
た
立
役
者
が
志
賀
親
次
だ

キ
リ
シ
タ
ン
が
増
加
し
た

。
い
わ
ば
天
草
の
キ
リ

に
洗
礼
を
受
け
る
こ
と
と
な
り

、
天
草
で
一
気
に

に
助
命
し
た
志
賀
親
次
の
影
響
で

、
五
人
衆
は
後

の
五
人
の
武
将
を
親
次
が
包
囲
す
る
も

、
結
果
的

ま
た
そ
の
際

、
一
万
田
城
に
取
り
残
さ
れ
た
天
草

津
軍
三
万
七
千
人
も
の
大
軍
と
戦

っ
て
退
け
た

。

中

、
親
次
の
み
わ
ず
か
千
人
で
岡
城
に
籠
り

、
島

（
道
益

ど
う
え
き

）
、
祖
父
の
親
守

ち
か
も
り

（
道
輝

ど
う
き

）
ら
が
寝
返
る

の
豊
薩
戦
争
の
際

、
島
津
軍
の
勢
い
に
父
の
親
度

ち
か
の
り

　
親
次
は
武
将
と
し
て
も
優
秀
で

、
一
五
八
六
年

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報 平成２８年（２０１６年）２月１日

豊
後
岡
城
主
・
志
賀
親
次
の
墓

（
宇
部
市

）

→

吉
統
と
共
に
石
垣
原
の
戦
い
に
参
戦
し
敗
北
→

「
蜂
須
賀
家
政
→
日
田
郡
大
井
の
荘

（
一
千
石

）

　
岡
城
を
去

っ
て
か
ら
親
次
の
足
取
り
に
つ
い
て

生
き

、
長
崎
志
賀
氏
の
祖
と
な

っ
て
い
る

。

頼

っ
て
渕
村
に
移
り
住
み

、
渕
村
の
庄
屋
と
し
て

麟
の
後
妻
・
ジ

ュ
リ
ア
ら
と
共
に
長
崎
大
村
氏
を

の
後
妻
・
ジ

ュ
リ
ア
の
連
れ
子
・
コ
イ
ン
タ
と
結

掃
部
助

か
も
ん
の
す
け

、
林
与
左
衛
門

よ
　
ざ
　
え
　
も
ん

、
林
ゴ
ン
サ
ロ

）
は
宗
麟

　
親
次
の
叔
父
・
志
賀
親
成

ち
か
な
り

（
志
賀
宗む
ね
は
や頓

、
志
賀

◎
長
崎
志
賀
氏

　
志
賀
親
成
は
大
友
氏
の
豊
後
除
国
後

、
大
友
宗

婚
し

、
親
次
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

。

イ
エ
ズ
ス
会
長
に
送

っ
た
書
簡
よ
り

）

ン
に
な
り
た
か

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る

。

全
領
民
の
八
五
％
が
キ
リ
シ
タ
ン
又
は
キ
リ
シ
タ

と
か
ら

、
洗
礼
を
待

っ
て
い
る
者
を
含
め
る
と

、

四
万
五
千
人
と

『
日
本
史

』
に
書
か
れ
て
い
る
こ

　
つ
ま
り
当
時

、
親
次
の
家
臣
団
お
よ
び
領
民
が

っ
た
と
も
い
え
る

。
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一
五
七
四
年
当
時

、
ベ
ス
ト
テ
ン
の
中
に
入

っ
て

櫻
田
　
宗
麟
の
す
ご
い
と
こ
ろ
は

、
戦
国
時
代
の

牧
　
大
友
宗
麟
の
歴
史
的
評
価
は
何
で
す
か

。

わ
れ
る

。

「
予
の
願
い
は
信
仰
に
…

」
と
い
う
こ
と
だ
と
思

疲
れ
果
て
て
い
た
の
で
は

。
そ
れ
よ
り
も
宗
麟
は

　
家
臣
は
義
鎮
派
と
塩
市
丸
派
が
出
て

、
義
鎮
派

こ
と
か
ら
事
件
が
起
こ
る

。

嫡
し
て

、
家
督
を
塩
市
丸
に
継
が
せ
よ
う
と
し
た

生
ん
だ
塩
市
丸

し
お
い
ち
ま
る

を
可
愛
が
り

、
嫡
男
の
義
鎮
を
廃

の
変
の
お
か
げ
で
す

。
二
〇
代
・
義
鑑

よ
し
あ
き

は
後
妻
が

　
宗
麟
が
二
一
代
当
主
を
継
げ
た
の
は
二
階
崩
れ

ト
教
に
お
け
る
日
本
最
大
の
貢
献
者
で
あ

っ
た

。

に
あ

っ
て

、
キ
リ
ス
ト
教
を
真
に
理
解
し
キ
リ
ス

後
藤
　
宗
麟
は
戦
国
期
で
あ
る
十
六
世
紀
の
日
本

も
こ
こ
で
学
ん
だ

。

ナ
リ
ヨ

（
今
の
高
校

）
が
あ
り

、
伊
東
マ
ン
シ

ョ

（
今
の
大
学

）
を
建
設
す
る

。
ま
た
肥
前
に
セ
ミ

臼
杵
の
二
カ
所
し
か
な
い

）
。
府
内
に
コ
レ
ジ
オ

の
大
学
院

）
を
建
設

（
東
洋
に
イ
ン
ド
の
ゴ
ア
と

す
る

。
西
洋
式
学
校
と
し
て
臼
杵
に
修
練
院

（
今

建
て

、
外
科
手
術
も
や
れ
る
西
洋
式
病
院
を
建
設

　
宗
麟
は
日
本
で
初
め
て
宣
教
師
ら
と
育
児
院
を

治
で
き
る
も
の
で
は
な
い

。

で
九
州
一
の
大
名
と
な
り

、
生
半
可
な
人
で
は
統

友
氏
は
九
州
九
カ
国
の
う
ち
六
カ
国
の
守
護
大
名

も
同
じ
だ

っ
た
が
大
内
氏
か
ら
滅
ぼ
さ
れ
る

。
大

津
氏
は
鎌
倉
時
代
か
ら
の
守
護
大
名
で

、
少
弐
氏

で
は
大
友

、
龍
造
寺

、
島
津
氏

）
。
大
友
氏
と
島

い
る

（
上
杉

、
北
条

、
武
田

、
毛
利
氏
…

、
九
州

家
を
狙

っ
て
い
た
中
で
起
こ
り
謎
が
多
い

。

菊
池
義
武

よ
し
た
け

と
も
か
ら
み
あ
い

、
大
内
義
隆

よ
し
た
か

も
大
友

あ
ら
ば
大
友
家
を
乗

っ
取
り
た
い

。
阿
蘇
惟
豊

こ
れ
と
よ

や

親
誠

ち
か
ざ
ね

は
後
妻
と
組
ん
で
塩
市
丸
を
擁
立
し

、
ス
キ

　
こ
の
事
件
は
複
雑
で

、
首
謀
者
と
さ
れ
た
入
田

言
に
よ
り
義
鎮
が
二
一
代
家
督
を
継
い
だ

。

鑑
に
重
傷
を
負
わ
せ
二
日
後
に
死
去

。
義
鑑
の
遺

二
階
に
寝
て
い
た
塩
市
丸
と
後
妻
を
殺
害
し

、
義

の
二
家
臣

（
津
久
見
氏

、
田
口
氏

）
は

、
大
友
館

後
藤
　
薩
摩
に
近
い
日
向
な
の
で
危
険
を
感
じ
た

は
何
で
し
ょ
う
か

。

た
た
め
ダ
メ
に
な

っ
た

。
宗
麟
が
辞
退
し
た
理
由

国
を
宗
麟
に
与
え
る
と
い
う
の
に
宗
麟
が
辞
退
し

を
そ
れ
ぞ
れ
に
与
え
る
と
約
束
さ
れ
た
が

、
日
向

も
落
城
せ
ず

、
秀
吉
か
ら
激
賞
さ
れ
日
向
の
一
城

牧
　
志
賀
親
次
と
佐
伯
惟こ
れ
さ
だ定

は
島
津
軍
の
攻
撃
に

宗
麟
は
二
一
歳
の
と
き
ザ
ビ
エ
ル
と
運
命
的
な
出

で

、
若
干
二
〇
歳
で
二
一
代
の
家
督
を
継
い
だ

。

牧
　
大
友
義
鎮

よ
し
し
げ

（
宗
麟

）
は

「
二
階
崩
れ
の
変

」

　

「
大
友
宗
麟
と
竹
田
の
家
臣
団
を
語
る

」

メ
イ
ン
テ
ー
マ

　
佐
藤
弘
俊

ひ
ろ
と
し

　
大
友
氏
顕
彰
会
広
報
部
長

　
牧
　
達
夫

た
つ
お

　
大
友
氏
顕
彰
会
理
事
長

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
興
室
長

　
後
藤
篤
美

あ
つ
み

　
竹
田
市
商
工
観
光
課
南
蛮
文
化

　
若
杉
孝
宏

た
か
ひ
ろ

　
大
友
氏
顕
彰
会
副
理
事
長

　
櫻さ

く
ら
だ田

　
啓け
い

　
作
家

（
大
分
県
出
身

）

パ
ネ
リ
ス
ト

平成２８年（２０１６年）２月１日Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報

若
杉
　
宗
麟
が
死
去
す
る
直
前
で

、
領
国
経
営
に

の
で
は

。

ウ
ソ
が
何
割
か
あ
る
と
叱
ら
れ
ま
す

。

（
笑
い

）

櫻
田
　
大
友
宗
麟
を
研
究
し
て
い
る
が

、
作
家
は

は
ど
う
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か

。

　
櫻
田
先
生

、
作
家
の
立
場
で

「
二
階
崩
れ
の
変

」

府
内
か
ら
臼
杵
に
移
り
住
ん
だ

。

て
宗
麟
を
支
え
た

。
ま
た
宗
麟
は
二
〇
代
後
半
に

ル
メ
イ
ダ
は
終
生
の
友

、
主
治
医

、
戦
略
家
と
し

会
を
し

、
そ
の
後
ア
ル
メ
イ
ダ
と
も
出
会
う

。
ア

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
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九
三
歳

）
。
今
も
子
孫
が
同
地
に
残

っ
て
い
る

。

山
口
県
宇
部
市
に
て
死
去
す
る

（
九
五
歳
ま
た
は

岡
城
を
去
り

、
各
地
で
流
転
の
人
生
を
送

っ
て

、

後
藤
　
講
演
で
も
述
べ
た
よ
う
に

、
志
賀
親
次
も

村
氏
を
頼

っ
て
渕
村
に
移
り
住
み

、
渕
村
の
庄
屋

コ
イ
ン
タ
と
結
婚

。
大
友
氏
除
国
後
は
長
崎
の
大

サ
ロ

）
は
宗
麟
の
後
妻
・
ジ

ュ
リ
ア
の
連
れ
子
・

【 討 論 す る コ ー デ ィ ネ ー タ ー （ 左 ） と パ ネ リ ス ト （ 右 ） の 皆 さ ん 】

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報 平成２８年（２０１６年）２月１日

最
も
反
対
し

、
一
命
を
賭と

し
て
諫
言

か
ん
げ
ん

す
る
が
宗
麟

　
十
六
代
の
田
北
鎮
周

し
げ
か
ね

は
大
友
軍
の
日
向
進
攻
に

譲
り
受
け
た
こ
と
か
ら
田
北
氏
を
名
乗
る

。

二
代
・
親
秀

ち
か
ひ
で

の
七
男
・
親
泰

ち
か
や
す

が
直
入
郡
田
北
荘
を

北き
た

の
大
庄
屋
と
し
て
生
活
し
て
き
た

。

は
庄
内
で
大
庄
屋
と
な
り

、
城
後
田
北
家
は
上
田

か
み
た

が
大
友
軍
と
し
て
二
千
人
も
参
戦
し
多
く
の
人
が

あ
り

、
当
時
田
北
鎮
周

し
げ
か
ね

が
支
配
し
て
い
た
山
香
衆

が
あ

っ
た
近
く
の
台
地
に

「
宗
麟
原
供
養
塔

」
が

と
よ
い

。
島
津
軍
と
決
戦
し
た
日
向
高
城
川
合
戦

若
杉
　
大
友
氏
と
関
係
が
深
い
地
域
と
交
流
す
る

る

。

で
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
ら
広
が
る
と
思
わ
れ

町
と
な

っ
て
い
る
の
で
交
流
を
深
め
た
り

、
こ
こ

後
藤
　
志
賀
氏
が
長
崎
に
移
り
住
ん
だ
所
が
豊
後

か
提
案
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

。

牧
　
歴
史
文
化
と
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め

、
何

と
し
て
生
き

、
長
崎
志
賀
氏
の
祖
と
な
る

。

　
ま
た
志
賀
親
次
の
叔
父
・
志
賀
親
成

ち
か
な
り

（
林
ゴ
ン

そ
れ
で
若
杉
を
名
乗

っ
て
い
る

。
田
北
氏
は
大
友

下
竹
田

）
の
出
自
で

、
若
杉
家
に
養
子
と
な
り

、

若
杉
　
私
の
父
が
城
後

じ
ょ
う
ご

田
北
氏

（
竹
田
市
直
入
町

田
北
氏
に
つ
い
て
ど
う
ぞ

。

牧
　
若
杉
さ
ん
は
田
北
氏
と
関
係
が
深
い
の
で

、

余
り
保
管
さ
れ

、
そ
れ
に
よ
る
と
本
家
の
田
北
家

若
杉
　
本
家
の
庄
内
田
北
家
に
田
北
文
書
が
百
点

は
ど
う
な

っ
た
の
で
し
ょ
う
か

。

牧
　
大
友
氏
の
豊
後
除
国
後

、
江
戸
時
代
に
各
氏

が
来
て
キ
リ
ス
ト
教
を
広
め
た
と
思
わ
れ
る

。

黄
を
取
り
出
し
輸
出
し
て
い
た
関
係
で

、
宣
教
師

る
の
に
硫
黄
が
必
要
で

、
久
住
の
硫
黄
山
か
ら
硫

が
多
い
か
と
い
え
ば
朽
網
の
よ
う
だ

。
火
薬
を
造

か

、
書
物
に
よ

っ
て
ど
ち
ら
も
あ
る
が

、
ど
ち
ら

後
藤
　
教
会
が
最
初
に
建

っ
た
の
は
府
内
か
朽
網

理
由
は
何
で
し
ょ
う
か

。

牧
　
キ
リ
ス
ト
教
が
い
ち
早
く
竹
田
に
広
ま

っ
た

郎
党
が
討
ち
死
に
す
る

。

の
決
戦
に
真

っ
先
に
突
撃
し
て
鎮
周
は
じ
め
一
族

は
聞
き
入
れ
ず

、
日
向
の
高
城
川
原
で
島
津
軍
と
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二
　
性
別
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い

。

　
○
７
０
才
～

　
　
　
２
５
人

　
○
６
０
～

６
９
才
　
２
２
人

　
○
～

１
９
才
　
　
　
１
人

一
　
年
令
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い

。

１
６
０
人

、
合
計
２
０
０
人

」
で
す

。

ー

ラ
ム
参
加
者
の
内
訳
は

「
会
員
４
０
人

、
一
般

ま
し
た
の
で

、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す

。
フ
ォ

ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し

、
５
７
人
よ
り
回
答
を
得

　
竹
田
市
で
開
催
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
際

、
ア
ン

◎
フ
ォ
ー
ラ
ム
竹
田
・
ア
ン
ケ
ー
ト

（
報
告

）

　
○
会
員
・
会
報
等
　
　
２
０
人

　
○
友
人
・
知
人
　
　
　
１
３
人

　
○
フ

ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
　
０
人

　
○
そ
の
他
　
　
　
　
　
４
人

　
○
少
し
知

っ
て
い
る
　
　
　
４
０
人

　
○
よ
く
知

っ
て
い
る
　
　
　
３
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
存
知
で
し
た
か
？

四
　
竹
田
周
辺
の
大
友
家
臣
団
は

　
　
以
下

、
主
な
回
答
を
記
述
し
ま
す

。

　
る

。

　
％

）
③
あ
い
さ
つ
２
人

（
３
％

）
と
な

っ
て
い

　
➁
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ン
２
２
人

（
３
２

　
さ
ん
の
講
演
が
良
か

っ
た
４
４
人

（
６
５
％

）

　
こ
の
項
で
回
答
さ
れ
た
６
８
人
の
う
ち
①
後
藤

　
○
全
く
知
ら
な
か

っ
た
　
　
１
４
人

　
○
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
　
２
人

　
○
新
聞
　
　
　
　
　
　
１
７
人

　
○
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
　
　
３
人

　
○
チ
ラ
シ
　
　
　
　
　
９
人

　
で
知
り
ま
し
た
か
？
　

（
複
数
回
答
可

）

三
　
大
友
氏
顕
彰
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
を

、
ど
こ

　
○
女
性
　
１
２
人

　
○
男
性
　
４
５
人

　
興
味
深
か

っ
た
こ
と
は
？

（
複
数
回
答
可

）

六
　
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
一
番
面
白
か

っ
た

、

　
○
不
満
足
　
　
　
０
人

か
ら
取
り
組
む
と
よ
い

。

「
山
城
サ
ミ

ッ
ト

」
や

櫻
田
　
大
変
大
き
な
テ
ー

マ
だ
が

、
身
近
な
こ
と

　
○
や
や
不
満
足
　
２
人

　
○
普
通
　
　
　
　
１
０
人

　
○
や
や
満
足
　
　
１
８
人

　
○
大
変
満
足
　
　
１
９
人

五
　
大
友
氏
顕
彰
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
は
？

　
○
５
０
～

５
９
才
　
３
人

　
○
４
０
～

４
９
才
　
４
人

　
○
３
０
～

３
９
才
　
２
人

　
○
２
０
～

２
９
才
　
０
人

平成２８年（２０１６年）２月１日Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報

供
養
祭
で
交
流
し
て
い
る

。

香
の
人
々

（
大
分
鎮
周
会

ち
ん
し
ゅ
う
か
い

）
と
地
元
の
川
南
町
と

両
軍
が
決
戦
し
大
友
軍
が
敗
北
し
た
日

）
に

、
山

戦
死
し
た

。
毎
年
十
一
月
十
二
日

（
大
友
・
島
津

を
め
ぐ
る
と
よ
い

。

「
山
城
ツ
ア
ー

」
を
岡
城
は
じ
め
竹
田
の
十
三
城 【 宗 麟 原 （ カ ン カ ン 原 ） で の 供 養 祭 風 景 】
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【 竹 田 市 で の 大 友 氏 顕 彰 フ ォ ー ラ ム 風 景 】

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
目
指
す
と
い
う
大
友
氏

七
　
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
感
想
を
お
書
き
く
だ
さ
い

。

　
こ
と
を
調
べ
よ
う
に
も

、
フ
ロ
イ
ス
の

『
日
本

　
し
て
誇
り
に
し
て
お
り
ま
す

。
し
か
し
親
次
の

　
ィ

（
独
自
性

）
を
何
よ
り
も
心
の
支
え
に

、
そ

　
れ
て
き
ま
し
た

。
私
は
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

○
亡
父
よ
り
志
賀
親
次
は
先
祖
で
あ
る
と
聞
か
さ

　
各
家
臣
の
生
き
方
や
暮
ら
し
ぶ
り
が
興
味
深
い

。

○
大
友
氏
の
豊
後
除
国
後

、
志
賀
親
次
を
は
じ
め

　

「
親
次
の
母
は
宗
麟
の
娘

（
奈
多
夫
人
の
連
れ

　
子

）
、
妻
は
宗
麟
の
姪

」
が
分
か
り
ま
し
た

。

　
・
親
勝

ち
か
か
つ

な
ど
志
賀
氏
代
々
の
墓
が
あ
る

）
を
初

　

（
長
崎
市
浦
上
村
の
悟
真
寺

ご
し
ん
　
じ

に

、
親
次
の
嫡
男

　
り
逢
せ
た
の
で
は
と
思

っ
て
お
り
ま
す

。

　
互
い
に
切
磋
琢
磨
せ
よ
と
再
び
同
じ
時
代
に
巡

　
う
言

っ
て
い
ま
す

。
き

っ
と
御
先
祖
様
同
士
が

　
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
へ
の
誇
り
を
忘
れ
ぬ
よ

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
達
成
し

、
改
め
て
大
友

　
探
ら
れ
た
こ
と
に
驚
嘆
し
て
い
ま
す

。
こ
れ
か

　
景

（
三

）
』
は

、
各
投
稿
者
の
視
点
か
ら
深
く

○
配
布
さ
れ
た
3
0
0
頁
に
及
ぶ

『
大
友
氏
の
風

　
て
よ
か

っ
た
で
す

。

　
で
し
た
が

、
竹
田
市
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し

○
大
分
市
で
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
で
き
ま
せ
ん

　
顕
彰
会
の
活
動
に
感
動
し
ま
し
た

。

　
も
お
書
き
く
だ
さ
い

。

　
テ
ー
マ
や

、
会
の
活
動
に
対
す
る
要
望
等
何
で

八
　
今
後

、
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
や

っ
て
も
ら
い
た
い

　
く
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た

。

　
い
て

、
講
師
や
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
が
詳
し

　
の

「
竹
田

」
に
関
す
る
大
友
時
代
の
歴
史
に
つ

○
地
方
で
開
催
さ
れ
た
昨
年
の

「
臼
杵

」
、
今
年

　
ら
帰

っ
て
じ

っ
く
り
読
み
た
い
と
思
い
ま
す

。

　
息
子
に
は
い
ろ
ん
な
面
で
負
け
ぬ
よ
う

、
自
分

　
お
り
ま
す

。
文
武
両
道
の
優
れ
た
青
年
で
す
が

、

　
ー
ト
に
岡
城
を
攻
め
た

「
新
納
氏

に
い
ろ
　
し

」
の
子
孫
が

　
奇
妙
な
縁
と
い
い
ま
す
か

、
息
子
の
ク
ラ
ス
メ

　
息
子
に
そ

っ
く
り
で
嬉
し
く
思

っ
て
い
ま
す

。

　
て
い
ま
す

。
ま
た
想
像
図
の
志
賀
親
次
は
私
の

　
し
い
情
報
を
い
く
つ
か
得
て

、
と
て
も
満
足
し

　
を
し
て
お
り
ま
し
た

。
後
藤
さ
ん
の
講
演
で
新

　
史

』
以
上
の
も
の
は
得
ら
れ
ず
歯
が
ゆ
い
思
い

○
志
賀
親
次
が
長
崎
と
つ
な
が

っ
て
い
た
こ
と

、

　
墓
が
あ
り
子
孫
が
残

っ
て
い
る
こ
と

。

　
で
生
き

、
し
か
も
山
口
県
の
宇
部
市
に
親
次
の

○
志
賀
親
次
が
９
５
歳

（
９
３
歳
説
も
あ
り

）
ま

○
志
賀
親
次
と
大
友
宗
麟
の
関
係
が
深
い
こ
と

、

　
め
て
知

っ
た

。

平成２８年（２０１６年）２月１日Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報

　
て

、
詳
し
い
紹
介
を
し
て
ほ
し
い

。

○

（
３
人
の
方
か
ら

）
豊
後
大
野
市
で
立
花
道
雪

ど
う
せ
つ

○
大
分
県
内
の
各
市
町
村
の
大
友
家
臣
団
に
つ
い

　
宗
麟
を
全
国
の
方
々
に
知
ら
し
め
て
ほ
し
い

。

　
を
テ
ー

マ
に

、
佐
伯
市
で
佐
伯
氏
を
テ
ー

マ
に

、

　
て
も
ら
い
た
い

。

○
大
分
県
内
や
九
州
の
山
城
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
や

っ

　
い

。

　
津
久
見
市
で
も
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て
ほ
し


